
　

突
然
だ
が
こ
の
記
事
か
ら
目
を
上
げ
て
、

辺
り
を
見
回
し
て
み
て
ほ
し
い
。「
便
利
だ

な
」、「
快
適
だ
な
」
と
感
じ
る
物
が
い
く
つ

見
つ
か
る
だ
ろ
う
？ 

た
と
え
ば
リ
モ
コ
ン

の
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
動
く
エ
ア
コ
ン
や
甘
く

て
美
味
し
い
ジ
ュ
ー
ス
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
こ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
時

代
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
た
り
前
に
使
っ

て
い
る
物
に
込
め
ら
れ
た
複
雑
な
技
術
に
あ

ら
た
め
て
驚
く
。

　

そ
の
技
術
の
故
郷
は
、
意
外
と
近
く
に
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
阪
急
「
池
田
駅
」
か
ら

東
へ
徒
歩
10
分
、
広
々
と
し
た
敷
地
に
広
が

る
『
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研

究
所 
関
西
セ
ン
タ
ー
』（
以
下
、
同
セ
ン

タ
ー
）。
電
池
技
術
、材
料
技
術
、医
療
技
術
、

情
報
技
術
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
産
業
技
術

を
開
発
し
、向
上
さ
せ
て
き
た
研
究
機
関
だ
。

元
と
な
っ
た
組
織
は
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年

前
の
１
９
１
８
年
、
地
元
の
産
業
界
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
『
大
阪
工
業
試

験
所
』。
そ
の
後
１
９
６
７
年
に
大
阪
市
内

や
近
郊
の
研
究
施
設
を
こ
の
地
、
池
田
に
集

約
し
、
名
称
変
更
や
他
の
研
究
機
関
と
の
統

合
な
ど
を
経
て
、
現
在
の
同
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
。

　

研
究
者
た
ち
は
、民
間
企
業
と
連
携
し
て

技
術
の
実
用
化
を
目
指
す
。
長
い
歴
史
の
中

で
世
に
送
り
出
し
て
き
た
発
明
に
は
、

「
P
A
N
（
ポ
リ
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
）
系

炭
素
繊
維
」や「
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
」な
ど
、

そ
の
後
世
界
的
に
大
き
な
市
場
を
築
い
た
も

の
も
数
多
い
。
家
の
中
を
探
せ
ば
同
セ
ン

タ
ー
生
ま
れ
の
技
術
を
活
か
し
た
製
品
が

数
々
の
発
明
を
送
り
出
し
た

歴
史
あ
る
研
究
機
関

″
死
の
谷
〞
を
越
え
て

よ
う
や
く
技
術
が
活
き
る

若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
も

研
究
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　

直
接
取
り
組
み
を
知
る
機
会
が
少
な
い
同

セ
ン
タ
ー
。
年
に
数
回
、
一
般
向
け
の
無
料

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。「
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
」
で
は
高
校
生
以
上
を
対
象
に
、

研
究
者
が
専
門
分
野
を
や
さ
し
く
解
説
。
ま

あなたのそばにもある？
関西センター四大発明

取
材
協
力

◀金ナノ粒子 PA N系炭素繊維
軽さ、強さ、硬さを兼ね備えた素材。釣り竿などの趣
味の道具から、風力発電の羽根といった産業分野まで
世界中で幅広く使用されている。表紙のジャンボ旅客
機「ボーイング 787」の主翼や尾翼、胴体は、PAN
系炭素繊維複合材料を重量にして50%使用している

◀ニッケル水素電池の
　マイナス極
繰り返し使えて便利な充電池や、ハイブリッ
ド車のバッテリーにも活用されている「ニッ
ケル水素電池」。そのマイナス極に同センター
の技術が使われている

液晶テレビや太陽電池などに使われている透
明導電膜。この発見で通常は絶縁体であるガ
ラス表面に電気を通す技術が大きく発展し、
さまざまな製品に活用されて巨大な市場を
作った

触媒とは、他の物質の化学反応を促す物質。
金は触媒にならないと考えられていたが、ナ
ノサイズの粒子を使うことで成功した。一酸
化炭素の無毒化や、悪臭の分解が可能
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毎日使っている便利な道具の裏側には、多くの研究者た
ちの努力が隠れている。100 年の歴史を持ち、革新的な
技術で科学と社会とをつないできた『国立研究開発法人 
産業技術総合研究所 関西センター』を取材した。

毎日使っている便利な道具の裏側には、多くの研究者た
ちの努力が隠れている。100 年の歴史を持ち、革新的な
技術で科学と社会とをつないできた『国立研究開発法人 
産業技術総合研究所 関西センター』を取材した。

　
「
う
ち
は
伝
統
的
に
『
研
究
成
果
を
世
の

中
に
使
っ
て
も
ら
お
う
』
と
い
う
意
識
が
と

て
も
強
い
研
究
所
な
ん
で
す
」と
話
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
角
口
勝
彦
所
長
。
研
究
と
言

う
と
、
大
学
な
ど
で
知
的
好
奇
心
の
お
も
む

く
ま
ま
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
学
者
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
学
術

的
な
新
発
見
や
新
発
明
は
、
時
に
華
々
し
い

注
目
を
浴
び
る
も
の
の
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
届
く
ま
で
の
道
の
り
は
な
か
な
か
険
し
い

の
だ
と
い
う
。
製
品
と
し
て
成
り
立
つ
に
は

生
産
方
法
や
安
全
性
の
確
立
、
コ
ス
ト
の
調

整
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
実
用
化
の
壁
に
ぶ
つ

か
り
世
間
の
注
目
を
失
っ
て
い
く
停
滞
期
は

〝
死
の
谷
〞と
呼
ば
れ
、
こ
こ
で
埋
も
れ
て
し

ま
う
技
術
は
少
な
く
な
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
力
で〝
死
の
谷
〞を
乗
り
越

え
た
技
術
の
ひ
と
つ
に
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」

が
あ
る
。「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
と
は
都
市
ガ

ス
や
L
P
ガ
ス
で
発
電
し
、
さ
ら
に
発
電
時

の
熱
で
お
湯
も
作
れ
る
エ
コ
な
家
庭
用
燃
料

た
毎
年
恒
例
の
「
研
究
所
公
開
」
は
小
学
５

年
生
以
上
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
研
究

室
見
学
ツ
ア
ー
や
楽
し
い
科
学
教
室
な
ど
約

40
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
電

子
顕
微
鏡
を
覗
け
る
な
ど
珍
し
い
機
会
も
あ

り
、
一
部
企
画
で
は
参
加
が
抽
選
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
だ
。
７
校
の
高
校
な
ど

の
理
科
ク
ラ
ブ
も
出
展
予
定
。「
子
ど
も
た

ち
に
科
学
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
将
来
と
も
に
働
く
仲
間
を
育
て
た
い

と
い
う
思
い
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
」
と
角
口
所
長
。
若
手
研
究
者
の
確
保
は

重
要
な
課
題
だ
。

　

恐
ら
く
１
０
０
年
前
か
ら
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
世
の
中
は
便
利
に
な
っ
た
。次
の
１

０
０
年
に
向
け
て
、新
し
い
架
け
橋
を
作
り
続
け

る
研
究
者
た
ち
に
会
い
に
行
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。

巻頭
特集

「先輩研究者は長年、研究を製品につなげ
る重要性を若手に伝えてきた」と角口所
長。同センターでは日々幅広い年代の研
究者たちが働いている。写真は顕微鏡で
観察しながらタンパク質の結晶を探して
選り分ける作業を指導しているところ

電
池
。
1
9
9
0
年
代
か
ら
構
想
さ
れ
、
多

く
の
民
間
企
業
が
製
品
化
を
目
指
し
て
い
た

が
な
か
な
か
成
功
し
な
か
っ
た
。
原
因
は
燃

料
電
池
に
使
う
電
極
の
劣
化
が
早
す
ぎ
る
こ

と
だ
。
こ
の
時
『
N
E
D
O
（
国
立
研
究
開

発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
）』
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
劣
化
の
仕
組
み
を
解
き
明
か
し
た
の
が

同
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
。
精
密
な
分
析
技
術
を

持
つ
同
セ
ン
タ
ー
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
部
門
（
現
在
の
電
池
技
術
部
門
）

が
民
間
企
業
の
ま
と
め
役
と
な
り
、
連
続
運

転
時
間
を
伸
ば
す
こ
と
に
成
功
。
2
0
0
9

年
に
市
販
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
」
の
メ
ー
カ
ー
販
売
台
数
は
毎
年

増
え
続
け
て
い
る
。

　

い
く
つ
も
の
問
題
を
地
道
に
解
決
し
て
は

じ
め
て
実
用
化
で
き
る
。「
技
術
を
社
会
へ
」

と
い
う
精
神
は
、設
立
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

敷地幅 400m 以上！敷地幅 400m 以上！

この看板

見たことある？

この看板

見たことある？

様々な
実験器具が
ありました

様々な
実験器具が
ありました

日々、
研究中です

日々、
研究中です

14 棟もの

研究棟が！

14 棟もの

研究棟が！

き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
だ
。
直
接
の
関
係
は

な
く
て
も
、
生
産
や
流
通
の
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
技
術
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
何
倍
も
あ

る
だ
ろ
う
。

使
わ

れ
ています

使
わ

れ
ています

表
紙
の

飛
行
機にも

表
紙
の

飛
行
機にも

※来場は徒歩または自転車で
※詳細は表紙内側またはWebページを参照
※一部プログラムはWebページから要予約
　（応募者多数の場合は抽選）

研究所公開

8/25（土）10:00～16:00（開場 9:30）
小学 5、6年生から大人まで
池田市緑丘 1-8-31

日程
対象
会場 「科学教室」、

「研究室見学ツアー」、
「ミニ講演会」など

イベント多数！

問い合わせ／産総研関西センター研究所公開事務局
TEL：072-751-9606
URL：https://www.aist.go.jp/kansai/

身近な所では
スマホにも

身近な所では
スマホにも

金ナノ粒子金ナノ粒子
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